
【品質向上に関する工夫】・・・＜有効性・波及性・先進性＞

【ＩＣＴ責任者】 【ＩＣＴ補佐係】

下請業者のＭＣバックホウ運転手を２
名配置し、実践機会を創出。

①今後のＩＣＴの継続的な発展に向けた取組→自社若手社員24歳を現場代理人兼ＩＣ
Ｔ責任者に、また、女性技術者(22歳)を担当技術者兼ＩＣＴ補佐係に任命し若手中心
の取組体制とし、会社として継続的に取り組む体制を整えた。また、先進的な取り組
みとして、３Ｄ点群処理等のデータ処理を自社で行い更なる効率化・スピード化を図
るため、自社若手職員を対象に3DCADソフトや点群処理等の講習会を開催した。

正・副の２名に実践機会を与え、相互相談しながら施工を進めた結果、運転技術力の継
承が円滑に図られ出来形精度の向上に繋がった。また、ＭＣバックホウ運転手及びＩＣ
Ｔ担当者を増員しより多くの技術者に経験させ、ＩＣＴの普及にも繋げた。

→外注メーカー(コマツレンタル)、下請業者(重機運転手)、元請の三社一体による推
進体制の構築を行った結果、明確な役割分担ができ課題に対し迅速に対応できた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【別紙、推薦理由書に添付済み】
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ＩＣＴ土工の取組概要及び活用効果について №1

①ＩＣＴ活用による能率向上の数値化管理→日々の掘削量をクラウドで管理。

②課題への迅速な対応を実施するための推進体制

【工事の効率向上に関する工夫】・・・＜有効性＞

小型MCBH0.45m3を使用し3,800m3片切掘削(急傾斜)を実施。日々の掘削量をクラウド管理
することで、ブレの少ない工程管理が可能になりスムーズに次工種へ移行できた。



ＩＣＴ土工の取組概要及び活用効果について №2

３ＤＬＳ出来形点群処理データ

②ＩＣＴ土工の活用により従来施工と比較して、36人日削減。
→結果、完全週休２日制を竣工まで達成でき、工期７日前に竣工することができた。

　ＣＴ土工実施事例を説明(一般社団法人九州地方計画協会主催：佐賀・福岡会場)
　(北九州市役所主催：北九州市会場)今後のＩＣＴ土工の更なる推進と発展に貢献。

【その他創意工夫等】・・・＜有効性・波及性＞
①業界他社の講習会講師を３度歴任→H28年度の佐賀497号工事とH29年度の本工事の

★ＩＣＴ施工においては、計画と実施に差はなく予定どおり円滑に施工できた。

３ＤＬＳ起工測量点群処理データ

36人日削減

完全週休２日制達成

工期７日前竣工

↑↑↑
九州地方計画協会主催
(佐賀・福岡会場)
【監理技術者】

北九州市役所主催
(北九州市会場)
【監理技術者】

↓↓↓

◆H28年度佐賀497号工事(掘削45,400m3の内ICT5,100m3)は施工ヤードが広く、UAV＋
MCBH(0.80m3)を使用できたが、H29年度本工事は国道に接する急傾斜法面の片切掘削であ
り施工ヤードが満足に確保できない厳しい現場条件であったため、3Dレーザースキャ
ナー＋小型MCBH(0.45m3)を使用することとした。異なる現場条件における施工を２年連
続で経験し、それらを比較しながら有効活用できた。

※【測量計算】従来施工：横断図作成･丁張計算、ICT施工：3D設計データ作成･起工測量結果の反映。

※【施工】従来施工：機械稼働日・丁張作業、ICT施工：機械稼働日・機器設定作業。

※【出来形検査】【電子納品】については、従来施工とICT施工もほぼ同等であった。
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ＩＣＴ土工の活用効果
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